
都道府県名 広島県 市区町村名

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

854,500 26 519,500

寄附金額

（円）

65,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

7

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

31

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

3

1

1 2

2 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

子育て応援特別講演会の実施

・平成28年度

学びの変革寄附金

学校への寄附など

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

子ども・子育て支援

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

現在の段階では，大きな経済効果とはいえないが，様々な事業の実施により，地方創生につながることを期待する。

・経済面以外での効果

様々な事業を展開する上で，広島県のふるさと納税というものに対して，住民や職員の関心が高まることを期待する。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 406,470 704,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 276,000

その他 309,270 200,000

広報に係る費用 75,870 152,000

決済等に係る費用

21,330 76,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

現行の制度では，高額所得者の節税につながる面があるため，上限率だけでなく，
上限額も合わせて設けてはどうか。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 広島県 市区町村名 広島市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

78,158,283 ○ - - ○

※寄附金額は決算前の未確定額です。

寄附金額

（円）

- ○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞
３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と回答する場
合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

-

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別することができな
い（件）

-

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加した主な理
由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受入額及び受入件数が増
加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（金）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

平和の推進、原爆ドームの保存、国際協力の推進、被爆者援護の充実

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できるようにしてい
ますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

2 2

3 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

河岸緑地、平和大通り全域を対象にベンチの設置場所を決定した上で、寄附金を募り、ベンチを設置する。

・平成28年度

市民ふれあいベンチの設置

河岸緑地、平和大通り全域を対象にベンチの設置場所を決定した上で、寄附金を募り、ベンチを設置する。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業の事業名と
取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事業の事業名と取組内容
についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

市民ふれあいベンチの設置

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
平和の推進

国際協力の推進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含む。））に
ついて、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください（複数回答可）。その他
と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

ふるさと納税全体の受入額実績や活用状況については公表していないが、本市ホームページでの公表に同意を
いただいた方の寄附者名や寄附額実績は個別に公表している。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについて公表し
ていない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

行政の経費縮減の効果を期待している。

・経済面以外での効果

本市行政への参画を促すとともに、本市に愛着をもつ方の増加を期待している。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表の状況とし
て、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期待していま
すか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

○

○ 　　⑩その他

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

平和の取組を広く発信するための千羽鶴再生グッズと市長メッセージの送付

その他 93,720 363,000

合計 1,196,862 2,021,000

決済等に係る費用
209,662 251,000（クレジットカード手数料、金融機関

の取扱い手数料等）

事務に係る費用 0 0

返礼品の調達に係る費用
739,580 1,200,000

送付に係る費用

広報に係る費用 153,900 207,000

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

平和祈念関連品等

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準などについて記
入してください。
広島ならではの特産品の知名度向上を目的として、「ザ・広島ブランド認定特産品」及び「ひろしまグッドデザイ
ン賞商品」
から選定した品を選定している。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能な範囲で記
入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを選択してく
ださい（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふるさと納税
ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

総務省では、「返礼品(特産品）送付等について、寄附金控除の趣旨を踏まえた良識ある対応」を求めているが、
実際のところ返礼品が充実している地方団体の寄附受領額が増えていること、高額納税者ほど税額控除額が多く
なることを考えると、地方団体、納税者ともに公平な制度とは言い難い。

【以上】

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的に記入して
ください（複数回答可）。

広島市外へふるさと納税をされた方のうち、確定申告をされたためワンストップ特例制度の適用が無効となった方から、
ワンストップ特例制度そのものが判りづらい、申請書を提出していないのに勝手に通知されたなどの意見や苦情がありました。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するものを選択して
ください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入してください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に係る返礼品
送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組で、それぞれ該当するも
のを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。



都道府県名 広島県 市区町村名 呉市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

28,234,800 1,064 28,154,800

寄附金額

（円）

5,282,800

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

239

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

1,067

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

・平成28年度



・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

使途を設定していないため。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

レジャー

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

呉市の魅力発信につながる産品で，次の要件のいずれかに該当すること。①農水産物等 市内で生産（水揚げ）されたもの②加工品・製造品
等 市内で生産（水揚げ）されたものを主原料として加工・製造されたもの，市内で生産又は加工された製品③レジャー等 市内において提
供されるレジャー等のサービス④その他 市の魅力発信につながると認められるもの。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 264,000

決済等に係る費用

303,442 354,240（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 4,332,309 10,778,200

送付に係る費用 971,342 565,987

合計 5,607,093 11,962,427

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　なし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　なし

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 広島県 市区町村名 竹原市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

3,864,000 82 3,734,000

寄附金額

（円）

571,000

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

17

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

84

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

竹原っこ夢プロジェクト

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

市内の小中学校において，地元特産物の調査や地域事業の支援，清掃活動を行う。

・平成28年度

竹原っこ夢プロジェクト

現時点では，詳細内容は未定。



・経済面での効果

特になし

・経済面以外での効果

　・児童が夢と希望を持ち，将来に向けて自主的・主体的に生きていくための「生きる力」を育むとともに，
   郷土愛の育成をはかった。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

事業所から返礼品の内容を記した書類を提出してもらい，その内容を選定委員会で審査の上，選定。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 486,000

決済等に係る費用

194,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 448,610 1,343,000

送付に係る費用 159,000

合計 449,042 2,647,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

ふるさと納税ポータルサイト管理委託料

事務に係る費用 432 27,000

その他 438,000



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　特になし。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 広島県 市区町村名 三原市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

64,894,230 5,572 64,587,000

寄附金額

（円）

9,390,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

763

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

5,576

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

市の発展のために必要と認められる事業

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

・平成28年度



・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

ふるさと納税制度開始当初から現在に至るまで寄附金を活用した事例がないため。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

地元の酒，菓子など

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

事業者より産品追加の希望があれば随時書類審査のうえ追加。
基準は地元の企業であるか，地元の特産品又は地元の特産品を使用した加工品であることなど。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

561,642 763,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 28,708,820 40,000,000

送付に係る費用 677,253 3,054,000

合計 31,773,705 57,145,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 1,825,990 13,328,000

その他 0 0



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

・申請に係る用紙の送付費用を市が負担して欲しい。
・申請書の出さずともワンストップ特例利用の意志を示すだけで適用になると思っていた。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

・ワンストップ特例における５団体以内の制限廃止。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 広島県 市区町村名 尾道市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

81,608,100 1,481 75,406,100

寄附金額

（円）

8,790,000 ○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

273

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

1,523

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

庁舎整備

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

3

3 1

2

1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

・平成28年度



・経済面での効果

・ふるさと納税を財源として実施した尾道三原観光情報コンテンツ発信事業により、観光案内冊子を制作した結果、観光客
増加につながっている。例えば、千光寺山ロープウェイの利用客数は前年度と比較して、５万人程度増加している。

・経済面以外での効果

・本因坊秀策囲碁記念館の整備を実施したことにより、本因坊戦（囲碁）を誘致することができた。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

ふるさと産品（返礼品）提供業者は公募を行った。ふるさと産品の条件としては、製品の製造か販売、原材料の生産が市内で行われている
製品又は市内に在る施設において提供されるサービスで、尾道市の提示する金額の価値（商品の場合、送料含む）を有し、尾道市のイメー
ジアップにつながるものを提案させる。平成２７年度は提案のあったふるさと産品をすべて採用した。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 540,000

決済等に係る費用

696,547 981,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 12,568,974 13,000,000

送付に係る費用

合計 13,265,521 24,862,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

ふるさと納税業務委託料

事務に係る費用 341,000

その他 10,000,000



○

    ⑤その他

○     ⑤その他

　　⑦その他

○ 　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。
返礼品として自転車があるが、尾道市の特産品であり、地元産業の活性化の側面から、見直しを行う必要
はないと判断。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

返礼品として自転車があるが、尾道市の特産品であり、地元産業の活性化の側面から、見直しを行う必要
はないと判断。

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 広島県 市区町村名 福山市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

331,045,345 559 23,718,000

寄附金額

（円）

2,535,000

○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

108

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

622

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 ※

2

※平成27年度について，最も多いものと，3番目がまちづくりに関する事業です。

※平成28年度について，集まった寄付額に応じて補正予算をくむため充当額は未定です。

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

福山を100万本のばらが咲き誇るまちにする

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

協働のばら花壇整備事業

・平成28年度

平成27年度と同じ

平成27年度と同じ



・経済面での効果

　住民手作りのばらの花壇が市内各地にあるばらのまちは，全国的にも珍しく，「100万本のばらのまち福山」として全国
からの誘客によるフラワー観光の充実が期待できる。

・経済面以外での効果

　地域でばら花壇を作ることで，ばらづくりに携わる市民が増え，コミュニティの育成に寄与するとともに官民協働による
「100万本のばらのまち福山」に向けての気運が高まっている。
鞆地区の歴史的町並みの景観保全。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　本市のPR及びふるさと福山の応援者を増やすため，ばらのまち福山がイメージでき，本市の魅力を伝えられるものを選定。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

211,086 128,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 8,655,432 4,000,000

送付に係る費用 調達にかかる費用に含む 調達にかかる費用に含む

合計 8,866,518 4,128,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

寄付者からの意見・要望は特にない。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　自治体が提供する公共財・サービスについては，当該公共財・サービスから便益を受ける地域の住民による税負担によって賄われるべき
ものである。したがって，公共財・サービスの受益と負担が一致することが望ましい。そのような中で，ふるさと納税を利用した住民が利
用しない住民より少ない負担で当該自治体の公共財・サービスを受けることは「受益者負担の原則」の観点から検討の余地があると考え
る。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 広島県 市区町村名 府中市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

33,006,000 892 33,006,000

寄附金額

（円）

5,475,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

133

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

892

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

2

1

3

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

小中学校施設営繕工事、小学校改修

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
未定

小学校教室営繕、屋根防水営繕、エレベーター営繕等

・平成28年度

未定



・経済面での効果

・経済面以外での効果

・小中学校施設営繕や改修により教育環境の充実につながった
・保育所施設・備品修繕等により子育て環境の充実につながった
・消防ポンプ自動車整備により安全・安心なまちづくりに寄与した

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

今後の公表を検討中。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○ 　　⑩その他 地元事業者の製品・商品（食料品、木工製品、家電、電動工具、スニーカー等）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

市内で栽培・製造・加工・販売・サービス等が行われているもので、市の特産品として広く認められて
いるものや、市の魅力発信・ＰＲにつながるもの。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

広報に係る費用

決済等に係る費用

372,678 450,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 9,437,074 12,224,914

送付に係る費用 851,069 1,102,486

合計 13,878,789 17,946,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 3,217,968 4,168,600

その他



○

    ⑤その他

○     ⑤その他

　　⑦その他

○ 　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

検討中

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

未定

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 広島県 市区町村名 三次市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

108,042,001 8,161 106,797,001

寄附金額

（円）

20,724,001

○

○

○

○

○

○

○     ⑧その他

○

○

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

1,572

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

8,220

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

返礼品のひとつが全国版テレビニュースに取り上げられた

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

使途に掲げる事業の目的達成のために市長が必要と認める関連事業

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした（する
予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

保育環境整備事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

市内保育所が必要とする備品購入による保育備品の充実

・平成28年度

現時点での事業の特定はなし



・経済面での効果

保育環境の充実を図るもので，特に経済面での効果はない

・経済面以外での効果

保育環境の充実により，より良い保育活動の推進が期待される

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

地元で製造・販売する加工品等

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

(1) 産品は三次産品としての販路拡大や三次市のイメージアップにつながるもの
(2) 産品は市内で生産又は加工されたもの（地域資源（材料，技術，文化，風土等）が活かされている
もの）
(3) 産品に係る一切の費用（産品代及び配送料（消費税及び地方消費税含む））は，概ね寄附金額の2分
の1以内の額であるもの
(4) 商品は年間を通じた安定的な確保と，品質管理が可能なもの

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 799,200 1,000,000

決済等に係る費用

697,927 1,050,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 41,770,704 60,000,000

送付に係る費用 8,132,807 11,602,400

合計 62,596,138 83,420,840

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

専用封筒印刷経費，管理システム導入経費，保守業務委託料，専用サイトフォーム利用料，クレジット
収納管理システム利用料，取扱い事業者への産品取扱い手数料及び発送業務委託料

事務に係る費用 3,183,260 3,911,600

その他 8,012,240 5,856,840



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

居住自治体への特例通知書提出期限（1月下旬）経過後の提出者から○○市は期限超過でも受け付けても
らったという意見があり，2月以降に居住自治体へ課税特例通知書の受け付けをお願いしたケースがあっ
た。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 広島県 市区町村名 庄原市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

14,012,000 206 13,605,000

寄附金額

（円）

1,535,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

28

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

210

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 2

2 1

3

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

観光交流事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

観光プロモーションの強化、広域周遊観光促進

・平成28年度

保育所管理事業

保育施設等の整備による安心・安全な保育事業の充実



・経済面での効果

観光プロモーションの強化、広域周遊観光促進を実施することで、道の駅をはじめとする観光交流施設の利用客の増加につ
ながり、地域特産品等の売り上げ増加などに効果があった。

・経済面以外での効果

保育所の備品の購入や学校施設の修繕を行うことで、安心・安全な保育・学校生活環境の確保につながった。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○

　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

地元商工会へ特産品セットの内容選定を依頼するほか、市が重点的に推進する事業に関する特産品を記
念品に選定している。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 195,580 420,112

決済等に係る費用

2,981 1,165,320（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 1,462,359 2,060,982

送付に係る費用 71,492 265,200

合計 1,732,412 3,911,614

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

総務大臣通知における適切な対応の在り方について、具体例（還元率等）を示していただきたい。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 広島県 市区町村名 大竹市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

231,600 2 131,600

寄附金額

（円）

126,600

    ⑧その他

○

　　⑦その他

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

1

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

4

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。



　

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

生活基盤の整ったまちづくり，心にゆとりを感じるまちづくり，行政・社会の仕組みづくり

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

事業の特定はしていない。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
生活基盤の整ったまちづくり

・平成28年度

事業の特定はしていない。

不明 



・経済面での効果

事業の特定はしていない。

・経済面以外での効果

事業の特定はしていない。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○

○

○ 　　⑩その他

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

銘菓，地元の工場等での加工品，清掃代行サービスなど

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

市内での生産，製造，加工などが行われており，安定的な供給が見込めること。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

広報に係る費用 0

決済等に係る費用

0（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 5,000,000

送付に係る費用 0

合計 0 5,000,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0

その他 0

返礼品，送付，事務等の費

用をまとめて，5,000,000円を

予算計上している。 



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

返礼品の贈呈により，自治体間で寄附を取り合うのではなく，自治体のＰＲの場となるよう制度を活用
していきたいと考えているので，税の控除など制度をより拡充してもらいたい。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）



都道府県名 広島県 市区町村名 東広島市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

31,332,000 1,195 30,064,000

寄附金額

（円）

3,400,000

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

1,222

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

173

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1

1

2

2

3

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

ホール及び図書館を新築し、地域拠点の機能強化及び複合化を図った。

・平成28年度

市民協働推進事業

地域おこし協力隊の導入や市民活動情報サイトの運営を行う。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

安芸津拠点整備事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
市道整備

市道整備

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

特になし

・経済面以外での効果

・市有施設の複合化を行い、施設の再配置を行うことで地域拠点の機能強化を図ることができた。
・安全で円滑な交通体系を確保し、市民生活の利便性の向上を図る。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

○

○

○

○ 　　⑩その他

合計 9,236,362 8,469,040

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 2,493,376 1,555,200

決済等に係る費用

379,518 213,840（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 4,772,601 5,025,000

送付に係る費用 1,590,867 1,675,000

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

地元の工業製品

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

生産業者からの申し出により、その品物が、①市の魅力を伝え、地域産業の振興につながるものであること。②市内で生産し又は水揚げを
した「農林水産物」、市内で生産又は水揚げをしたものを主原料として加工した「農林水産物加工品」、市内で生産又は加工された「工業
製品」及び市内において提供されるレジャー等の「サービス」であることを満たしていることを審査する。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 広島県 市区町村名 廿日市市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

1,200,000 34 985,000

寄附金額

（円）

15,000

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

46

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

3

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

世界文化遺産「宮島」に関する事業

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1

2

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

小学校の備品(机・椅子)の更新を行った。

・平成28年度

特に予定なし。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

小学校管理運営事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
世界文化遺産「宮島」に関する事業

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

地元業者から備品を購入することで、地元業者の支援になり、地域経済の活性化につながった。

・経済面以外での効果

市内小学校の備品（机・椅子）の更新について前倒しができた。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

　　⑩その他

合計 63,365 2,500,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 594,000

その他

広報に係る費用 4,583

決済等に係る費用

1,110 50,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 53,900 1,250,000

送付に係る費用 3,772 606,000

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

廿日市市のＰＲにつながるものを選定している。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

寄附者から寄せられたご意見やご要望は、特にありません。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ワンストップ特例制度が利用者に広く正しく理解されるよう努めて欲しい。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 広島県 市区町村名 安芸高田市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

5,576,000 94 5,400,000

寄附金額

（円）

616,000

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

102

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

20

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

特に使途について指定のない場合は、市長にお任せいただいている。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

3

2 2

3

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

該当なし。(寄附金の金額を基金に積立)

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

該当なし。(寄附金の金額を基金に積立)

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
市長お任せ事業

市長お任せ事業

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

該当なし。

・経済面以外での効果

該当なし。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

○

○

　　⑩その他

合計 905,000 1,000,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用 335,000

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 570,000 1,000,000

送付に係る費用

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

「あきたかたのたから」ブランド認定を受けたものを中心に、特産品をPRできるものを選定して
いる。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 広島県 市区町村名 江田島市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

6,183,001 219 6,053,001

寄附金額

（円）

1,176,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

223

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

52

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

2 3

3 2

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

子育て支援及び安全・安心のまちづくりの推進

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

○

○

○

　　⑩その他

合計 1,169,068 1,533,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

142,128 133,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 1,026,940 1,400,000

送付に係る費用 0 0

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

商工会，観光協会，農協，漁協等を通じて公募

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 広島県 市区町村名 府中町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

502,000 32 472,000

寄附金額

（円）

252,000

○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

33

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

19

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

　分野を選択せず、町長が必要と認めた事業に活用

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

2

3

1 1

2

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　クラブ活動の充実

・平成28年度

　木の香る学習環境整備事業

　町内中学校で使用している机の更新

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　中学校教育振興一般事務事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
　公債費

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

　特になし。

・経済面以外での効果

　ふるさと納税により寄附者の府中町に対する思いを実現できる。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○ 　　⑩その他

合計 73,800 175,750

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

300 750（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 73,500 175,000

送付に係る費用 0 0

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

　広島東洋カープ球団のグッズ

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　地元業者を対象に公募し、地域の特色があると思われるものを承認した。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　当初は地方と中央の財源的な偏在是正を図る制度として開始したと思われるが、
　企業版ふるさと納税の創設等、内容が変遷・複雑化し、寄附者の真摯な想いが結実していないのではないか。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 広島県 市区町村名 海田町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

3,014,000 92 1,897,000

寄附金額

（円）

370,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

100

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

18

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

子育て中の親子が心豊かに共に育ち合い、育児が楽しんで出来るよう地域に根ざした支援を行います。

・平成28年度

地域子育て支援センター事業

子育て中の親子が心豊かに共に育ち合い、育児が楽しんで出来るよう地域に根ざした支援を行います。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

地域子育て支援センター事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

特になし

・経済面以外での効果

子育て支援センターに設置する乳幼児用のおもちゃや，親子教室でおこなう食育の内容などをより充実させ，来館する親子
への支援の提供・楽しく過ごせる環境作りに活用している。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

　　⑩その他

合計 117,000 442,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 83,000 324,000

送付に係る費用 34,000 118,000

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

本町にゆかりの品として選定

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 広島県 市区町村名 熊野町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

8,845,003 222 8,845,003

寄附金額

（円）

1,575,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

222

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

48

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

2 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

筆職人の後継者不足を解消するため、若い世代にその技術を継承する事業。

・平成28年度

文房四宝まつり

文房四宝の産地の地域間交流を通じて伝統工芸品を広く紹介し、産業の振興を図る事業。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

筆職人後継者育成事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

今後、検討予定。（時期については未定）

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

③

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

筆まつりや文房四宝まつりでの開催により、観光客の誘致につながる。また、伝統工芸品の魅力を広く紹介することによ
り、町の主要産業である筆産業の促進を図ることができる。

・経済面以外での効果

若い世代の職人を育成することで、筆職人の後継者不足を解消し、伝統の継承と筆産業の活性化につなげる。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

合計 1,542,358 1,821,732

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 105,600 105,600

その他 ― ―

広報に係る費用 ― ―

決済等に係る費用

― ―（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 1,267,728 1,520,000

送付に係る費用 169,030 196,132

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

町の特産品等、町のPRや産業振興につながるものを選定。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 広島県 市区町村名 坂町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

396,670 11 396,670

寄附金額

（円）

○

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

11

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

遊歩道の魅力向上事業

年間を通じて快適に遊歩道を楽しむことができる利用環境の向上のために活用

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

平成２７年度まで、ふるさと納税の使途を明確にしていなかったため。
平成２９年３月末公表開始予定。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

交流人口の拡大による町内店舗利用者数の増加を期待する。

・経済面以外での効果

遊歩道利用者の増加による交流人口の拡大を期待する。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

○ 　　⑩その他

合計 0 75,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 50,000

送付に係る費用 25,000

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

姉妹都市である島根県川本町の産品

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

寄付額に対し返礼品上限目安を設け、その上限金額を目安に両町の産品を詰め合わせる。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○     ⑤その他

　　⑦その他

○ 　　⑦その他 通知に沿った返礼品送付を行う予定。

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

通知に沿った返礼品送付を行う予定。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 広島県 市区町村名 安芸太田町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

18,059,000 712 17,599,000

寄附金額

（円）

3,230,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

717

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

199

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

県立加計高校支援

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

3

1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

認定こども園楽器整備事業

保育所で子供たちがバンドを結成して楽器演奏に取り組むため楽器を整備する。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・町財政面での効果

・経済面以外での効果

・認定こども園の保育によい影響を与えた。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

合計 5,977,780 10,350,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

・ふるさと納税一括代行委託事業者への委託料　（寄附額の１２％）

事務に係る費用 150,000 350,000

その他 1,723,809 2,400,000

広報に係る費用 0 100,000

決済等に係る費用

0 0（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 3,333,446 6,000,000

送付に係る費用 770,525 1,500,000

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

・事業者からの申し出を担当課が審査して選定、基準は町内で生産、作製しているものを基準
としている。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

・企業版ふるさと納税制度について、制度設計が複雑すぎる。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 広島県 市区町村名 北広島町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

36,699,800 474 36,216,800

寄附金額

（円）

6,852,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

603

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

188

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1

3

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

教育の振興に関する事業

生涯学習の推進

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

施設等の利用者・来場者が増えることで経済効果が期待できる。

・経済面以外での効果

・町内施設を利用する人が増える。
・イベントの広報活動に力を入れることで来場者が増え、イベント自体が活気を増す。
・自然の施設を適切に管理することで、利用者が安心して自然と触れ合うことができる。
・伝統芸能の継承につながる。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

○

○

○

○

　　⑩その他

合計 6,231,669 11,331,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 378,763 345,000

その他

広報に係る費用 99,900

決済等に係る費用

307,745 384,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 5,445,261 10,602,000

送付に係る費用

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

北広島町の特産品や町内の事業所または支店で製作される品物を返礼品としている。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 広島県 市区町村名 大崎上島町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

8,259,000 42 8,049,000

寄附金額

（円）

0

○     ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

600万円。件数が少ないため高額寄附者の有無で大きな差異が生じている。
（100万円以上の寄附件数：平成26年度1件、平成27年度4件）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

45

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

中学校クラブ活動への助成金及び特定の自治区への補助金

中学校クラブ活動における対外試合等に係る遠征等及び特定の自治区の環境整備等

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

町の広報誌への掲載に同意している寄附者については、氏名及び金額並びに町への応援メッセージを掲
載している。受入金額実績及び活用状況を公表していない理由は特にないが、今後、広報誌への掲載を
検討したい。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

・中学校クラブ活動における対外試合の増加など活性化が期待できる。
・地区の環境を整備することにより地区内外住民の交流の活性化が期待できる。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○ 　　⑩その他

合計 250,600 250,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 229,800 230,000

送付に係る費用 20,800 20,000

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

地元で製造している調味料

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

地元の特産品、地元の製造品等を選定しているが、特に基準を設けていない。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

なし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 広島県 市区町村名 世羅町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

14,437,000 337 9,257,000

寄附金額

（円）

707,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

347

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

34

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

2

1

2 1

3 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

タブレット一式を教育振興備品として購入

・平成28年度

自治振興用備品購入

自治センター用の備品（机等）を購入

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

教育振興備品購入

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

・町内の公立中学校にタブレット端末を導入することにより、ＩＣＴ教育の環境した。
・自治センターの老朽化した備品を取り替えることにより、町民の方がより快適に自治センターで活動することができ、各
自治センターでの活動を促進することができる。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

○

○

○ 　　⑩その他

合計 1,390,562 2,637,700

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

ふるさとチョイス利用手数料

事務に係る費用

その他 40,500

広報に係る費用

決済等に係る費用

97,200（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 1,082,622 1,900,000

送付に係る費用 307,940 600,000

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

世羅町の花観光チケット

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

明確な基準は設けていないが、世羅町の特産品であることを基本に選定している。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 広島県 市区町村名 神石高原町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

391,172,250 ○ 14,637 373,650,250 ○

寄附金額

（円）

76,194,603 ○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

15,256

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別する
ことができない（件）

3,749

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

ふるさと納税現況調査（調査表Ａ）【回答期日：平成28年５月31日（火）】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

犬の殺処分ゼロプロジェクト

犬の殺処分ゼロに向けて県内の犬の保護

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

町内のＮＰＯ法人

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

2 2

3

3

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

7と同じ

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

7と同じ

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
町内のＮＰＯ法人

町内のＮＰＯ法人

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・ふるさと納税を財源として実施した犬殺処分ゼロプロジェクトにより、10人程度の雇用に繋がるなど雇用創出効果があっ
た。
　

・経済面以外での効果

・ふるさと納税を財源として実施した犬殺処分ゼロプロジェクトの支援・ＰＲにより、神石高原町の知名度を全国的に高く
なった。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

○

　　⑩その他

合計 12,295,679 10,488,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 6,438,786 4,818,000

その他 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

2,911,145 2,720,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 517,892 450,000

送付に係る費用 2,427,856 2,500,000

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

地元で生産・加工されたものを選定している

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

全自治体への適切な返礼品を扱うようルールの策定と、更なるふるさと納税活性化のための規制緩和を
期待しています。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。
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